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1.ロータリーソング

1.点鐘

9月 第1例会 於：水戸三の丸ホテル H28年9月1日

⽔⼾好⽂ロータリークラブ
No.341

「基本的教育と識字率向上」月間

8月 第3例会 於: 三の丸ホテル H28年8月18日

例会日付 会員総数 出席数 出席率

第3例会8月18日（木） 12人 9人 75.00%

出席報告

幹事報告

１ 理事会報告
協議事項

1. 9月例会プログラム→承認
2. ロータリー公共イメージ向上協力金の支払い
→２５０円×１２人 承認

3. 2015-2016年度決算→承認
4. 2016-2017年度予算→承認（会費は上半期７万、下半期５万）
5. その他
ライラセミナー参加のご案内
短期交換派遣学生の募集
回覧 財団ニュース（７月号）、他クラブからの週報

会長の時間

少し前の読売新聞の一面記事で、「学校教育にアクティブラーニングを
導入」というものが載っていました。私は日本の大学を卒業してからド
イツの大学を出ていますが、日本とドイツの大学の授業の違いに大変
驚いたことを覚えています。まさにアクティブラーニングというもので、
自分から能動的に授業を受けないと単位がとれない仕組みになってい
ました。大学に入って最初の授業は、プレゼンテーションの方法でした。
今はパワポが普及してプレゼンは当たり前ですが、私がドイツにいた
23年前はWindowsも出ていない頃の話しで、プレゼンの方法という授
業はとても新鮮でした。自分で勉強したことを発表し、それに対して批
判を受ける、というのが授業スタイルでした。発表に対しての厳しい批
判は、日本で教育を受けた私にはこたえました。反論したくても上手に
ドイツ語も出てこないし、それ以上に否定されているような感じがしてし
まい反論できずにいました。しかし、この批判と反論を繰り返すと、自
分の中で深く思考するようになり、単に受動的に授業を受ける以上に、
自分に蓄積するものを感じました。それこそが、アクティブラーニングな
んだと実感しました。
最近は深く思考するために哲学の本を読むのですが、すぐに眠くなっ
てしまうので、今読んでいるのは「まんがでわかるニーチェ」ですが、そ
れでも最初の2ページを読むと眠くなってしまい、どうしようもありませ
ん（苦笑）。

柳下さん、これまであり
がとうございました！

藤澤会長がポールハ
リスを受賞されました!

山田さん、永田さん、
お誕生日おめでとう!!



次回例会は、9／27（火）17：30～
於:水戸京成ホテル
卓話：「６クラブ合同例会」

例会を欠席される会員は、日曜日迄にご連絡
下さい。
【連絡先】出席委員会（木村美枝子委員長）

水戸好文RC事務局
〒310-0011 水戸市三の丸２丁目１－１

（水戸三の丸ホテル内）
TEL 029-221-3011 FAX 029-221-3022

例会場 三の丸ホテル 例会日 第1・3木曜日 19：00～
会長 藤澤 利枝 幹事 森田 冴子
発行 クラブ広報委員会 井坂 陽子委員長

「地区研究会報告」

ロータリー財団 木村美枝子委員長
今年度寄付目標 150ドル（ポリオ含）
ポリオは終息に至らず、ナイジェリアで２件発生している。MOUの提出をお願いします。
今年度は地区目標の寄付をお願いします。

青少年奉仕研究会 川上美智子地区委員
青少年交換の地区委員になっています。短期交換留学 ８月末締め切り タイのバンコクへ行くことになっている。
19歳未満の方でロータリアンの親族でも良い。参加を募集しています（５名）。ライラセミナー 10月15・16日
鹿島青少年自然の家で行われる。８月30日締め切りです。
ローターアクトは来年度全国大会を水戸で開催されるそうです。

職業奉仕研究会
７月24日三の丸ホテルで職業奉仕研究会が行われました。
午前中が講演会、午後からが各分区でのディスカッションでした。
白戸ガバナーより、職業奉仕は仕事を通じての奉仕（世のため人のために行う）であり、ロータリーの金看板である
という話がありました。また、今回の研究会での話を各クラブにフィードバックして欲しいというお話でした。RI（国際
ロータリー）の柔軟性についての話では、月に例会が４回でも２回でもよいという決定をしたことについて言及されて
いました。広瀬カウンセラーからは、職業奉仕という言葉はロータリー独自の言語であるということでした。
その後講演会では、職業奉仕総括委員長 木村薫様からお話を伺いました。ロータリーの目的、特徴、運動につい
てです。その中で一番心に残った話が、「四つのテスト」についてです。「真実かどうか・みんなに公平か・好意と友
情を深めるか・みんなの為になるかどうか」というお話を伺いました。そして最後にまとめとして、職業奉仕はロータ
リーのそのもの、日ごろ自分の職業について、このような視点で考えることはなかったが、これからこのような視点で
考えてみようかと思いました。また、事例の紹介で、会員の職業の裏話を聞くという事がありました。なかなか聞けな
い事を卓話で聞けるというのは面白いと思いました。午後は各分区でディスカッションでは、リレー卓話・四つのテス
トの唱和・職場見学がありました。職場見学では異業種の職場を見ることでどの様に仕事をされているのかを伺うこ
とができる、ということでした。中には、日立製作所では３年以内の離職率30%と高いので、３年以上勤めた方に表彰
する事で離職率を下げるための工夫をされているそうです。

社会奉仕研究会 森田幹事
７月30日三の丸ホテルにて社会奉仕研究会が行われました。難病を患う３人の子供とその家族を取り上げた90分
ほどのドキュメント「君の幸せは今ここにある」という映画が上映されました。この映画には、悪性腫瘍で左半分の顔
を失ったお子さん、年齢と共に機能が退行していく難病のお子さん、重度の心疾患・精神疾患を持って生まれたお
子さんなどが取り上げられていました。特に年齢と共にあらゆる機能が退行していくお子さんのお話を見ていて、と
ても切ない思いになりました。最近、相模原で障害者を殺害する事件がありましたが、その被疑者が「重度障害者
は生きていてもしょうがない。」などとコメントをしていますが、そういった吹聴は絶対良くないと思います、世の中が
効率性や経済的生産性だけを求めるのではなく、優しさや温かさを大事にする世の中であって欲しいと思いました。

国際奉仕研究会 藤澤利枝会長
７月31日つくばホテルグランド東雲で行われました。午前中は、セーブザチルドレンジャパンの藤野さんの講演で
した。ネット地獄に置ける子ども達の現状とセーブザチルドレンジャパンの支援についてお話がありました。ミャン
マーの母子保健の支援活動をされている方で、赤ちゃんの死亡率も高く、同時に出産時の母親の死亡率も高いそ
うです。母子保健状況を変える活動のお話でとても興味深かったです。国際的視野を持って活動していく重要性を
感じました。
この指とまれ活動について、好文ではどこに賛同するかを決めたいと思います。
今年度は、水戸西RCの「本の力を生きる力に」

水戸南RCの「タイへ中古の救急車を送る」 この２つに賛同したいと思います。


